
(様式第 10) 

金大病総第 ６６ 号  

平成２８年１０月４日  

  厚生労働大臣 殿 

 

 

国立大学法人金沢大学長  

山 崎 光 悦 

 

 

 

国立大学法人金沢大学附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 27 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒920-1192  石川県金沢市角間町 

 氏   名 国立大学法人金沢大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 国立大学法人金沢大学附属病院 

 

3 所在の場所 

〒920-8641 

                               電話(076)265－2000 

 石川県金沢市宝町13番1号 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 
  1 消化器内科  2 内分泌・代謝内科  3 呼吸器内科  4 循環器内科  5 腎臓内科 6 血液内科   

7 神経内科  8 リウマチ科  9 腫瘍内科  10 漢方内科 

 診療実績 

 

 

(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 



(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 
1 心臓血管外科   2 呼吸器外科  3 胃腸外科  4 内分泌外科  5 整形外科 6 脳神経外科 

7 肝臓・胆のう・膵臓・移植外科  8 乳腺外科 9 腫瘍外科 

 診療実績 

 

 

(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1 精神科 ○2 小児科 ○3 整形外科 ○4 脳神経外科 ○5 皮膚科 ○6 泌尿器科 ○7 産婦人科 

8産科     9婦人科  ○10眼科     ○11耳鼻咽喉科 12放射線科  ○13放射線診断科 

○14放射線治療科  ○15麻酔科  ○16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1歯科口腔外科     2          3           4           5            6           7      

 歯科の診療体制 

 

 

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1 リハビリテーション科  2 病理診断科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

46床 0床 0床 0床 792床 838床 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 28 年 10 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師         379人  91.5人  470.5人  看 護 補 助 者           53人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師         11人   4人     15人  理 学 療 法 士           12人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   60人 

 薬 剤 師          51人   0.7人   51.7人  作 業 療 法 士             7人 衛生検査技

師 

    2人 

 保 健 師           0人    0人      0人  視 能 訓 練 士            10人 そ の 他           0人 

 助 産 師          18人    0人     18人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師         827人   5.9人  832.9人  臨 床 工 学 士    14人 医療社会事業従

事者 

    6人 

 准 看 護 師           0人 0.7人    0.7人  栄  養  士             0人 その他の技術員           17人 

 歯科衛生士      1人    0人 1人  歯 科 技 工 士            1人 事 務 職 員          156人 

 管理栄養士      8人   0.7人    8.7人  診療放射線技師     39人 その他の職員           26人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成 28 年 7 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 41 人 眼 科 専 門 医 11 人  

外 科 専 門 医 35 人 耳鼻咽喉科専門医 9 人 

精 神 科 専 門 医 7 人 放射線科専門医 20 人 

小 児 科 専 門 医 19 人 脳神経外科専門医 8 人 

皮 膚 科 専 門 医 7 人 整形外科専門医 10 人 

泌尿器科専門医 14 人 麻 酔 科 専 門 医 11 人 

産婦人科専門医 13 人 救 急 科 専 門 医 6 人 

  合 計 211 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 蒲田 敏文  ） 任命年月日 平成２８年４月１日 

平成２８年４月１日から医療安全管理委員会委員長として業務を行っている。 

 

 

 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数       728.0人              5.1人           733.1人 

 １日当たり平均外来患者数            1462.5人              61.4人          1523.9人 

 １日当たり平均調剤数                                                               1340.8剤 

必要医師数 164.1人  

必要歯科医師数 3.7人  

必要薬剤師数 25人  

必要（准）看護師数 419人  

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

     m 2 

462 

 

鉄筋コン

クリート 

   病 床 数   22床  心  電  計  ○有・無 

   人工呼吸装置  ○有・無  心細動除去装置  ○有・無 

   その他の救急蘇生装置  ○有・無  ペースメーカー  ○有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積     202  m 2      病床数      16 床 

［移動式の場合］ 台 数     12 台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積     73  m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室   559 m 2 鉄筋コン

クリート 

（主な設備） 

免疫発光測定装置、全自動免疫測定装置、ディスクリート方式

臨床化学自動分析装置、検体前処理装置、蛋白分画電気泳動分

析装置、免疫比濁測定装置、心電図解析用全自動電気泳動分析

装置、迅速糖尿病生理機能検査装置、迅速糖化診断生理機能検

査装置、自動浸透圧分析装置、乾式臨床化学分析装置、自動化

学分析装置、大腸生理機能予備検査装置、総合生理機能検査前

輸血支援システム、赤血球沈降速度測定装置、汎用血液ガス分

析装置、血液検査システム、呼気中13CO2分析装置、臨床検査

支援システム、恒温器、血液検査装置、心疾患関連マーカー自

動測定器システム、遠心機、蒸留水製造装置、尿化学分析装置

、顕微鏡、精子特性分析機 

細菌検査室    94 m 2 鉄筋コン

クリート 

（主な設備） 

血液培養装置、同定・薬剤感受性パネル自動測定装置、全自

動細菌検査システム、クリーンベンチ、サーマルサイクラー

、結核菌迅速診断装置、マイクロチップ電気泳動システム、

嫌気ワークステーション、全自動遺伝子解析システム、遺伝

子解析装置、恒温器、炭酸ガス培養装置、遠心機、乾熱滅菌

器、高圧滅菌器、純水製造装置、顕微鏡 

 



病理検査室   112 m 2 鉄筋コン

クリート 

（主な設備） 

全自動免疫染色装置、自動固定包埋装置、自動染色装置 

病理解剖室   134 m 2 鉄筋コン

クリート 

（主な設備） 

無影灯、解剖台、計量器 

研 究 室   888 m 2 鉄筋コン

クリート 

（主な設備） 

血液ガス分析装置、マイクロプレートリーダー、手術支援ロ

ボット、セルアライブシステム(CAS) +急速凍結装置、超低温

フリーザー、低温恒湿装置、バイオハザード対象用キャビネ

ット、遠心分離機、インキュベーター、高速タンパクブロッ

ティングシステム、オートクレーブ、クリーン・ベンチ、顕

微鏡、蛍光実体顕微鏡、薬用冷凍冷蔵庫、低温冷凍庫、ドラ

フト 

講 義 室   267 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      1 室  収容定員      300    人 

図 書 室   146 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      2 室  蔵 書 数   1900 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成27年4月1日～平成28年3月31日 

紹 介 率 79.4％ 逆 紹 介 率  64.1％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                10,682人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                               9,051人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                   536人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                14,126人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

未定    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

０人　

１１人　

１人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

経頚静脈肝内門脈大循環短絡術　※H２７．５．１取り下げ

自家液体窒素処理骨移植

LDLアフェレシス療法

（様式第2） 



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

０人　

１人　

０人　

１人　

２人　

０人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル腹腔内投与及び静脈内投与並びにＳ－1内服併用療法　腹膜播種又は進行性胃がん（腹水
細胞診又は腹腔洗浄細胞診により遊離がん細胞を認めるものに限る。）

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性であって、
ＨＥＲ２が陰性のものに限る。）

カペシタビン内服投与、シスプラチン静脈内投与及びドセタキセル腹腔内投与の併用療法　腹膜播種を伴
う初発の胃がん

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん

高度の医療の提供の実績

131I-MIBGを用いた内照射療法　難治性褐色細胞腫（パラガングリオーマを含む）

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法　特発性ネフローゼ症候群（当該疾病の
症状が発症した時点における年齢が十八歳未満の患者に係るものであって、難治性頻回再発型又はステロイド依存性のものに限
る。）

（様式第2） 



3　その他の高度の医療

医療技術名 自家液体窒素処理骨移植 取扱患者数 １１人　

当該医療技術の概要

医療技術名 LDLアフェレシス療法 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

医療技術名 術後のホルモン療法及びS-1内服投与の併用療法　原発性乳がん 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

医療技術名 131I-MIBGを用いた内照射療法　難治性褐色細胞腫（パラガングリオーマを含む）取扱患者数 ２人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

骨腫瘍に対する手術療法に際し、患者自身の罹患骨を用いて再建する方法。切除骨から腫瘍病巣を取り除いた後、液体窒素で冷却処
理し、腫瘍切除後の骨欠損部の再建に用いる。従来用いられてきた熱処理等と比較し、軟骨基質の温存、蛋白・酵素の温存が可能で処
理後も骨形成因子の活性が保たれるため骨癒合に有利である。術後の関節機能が温存されるほか、容易に処理を行うことができる。

対象症例は、組織学的に浸潤性乳癌と診断された女性（病期Ｓtage～IIIＡ及びIIIＢ）で根治手術及び標準的な術前又は術後化学療法
が施行された（対象によっては標準的化学療法の省略を可とする）、エストロゲン受容体陽性かつＨＥＲ２陰性で、再発リスクが中間以上
である患者とする。本試験に登録された症例は、標準的術後ホルモン療法単独、又は標準的術後ホルモン療法とＴＳ－１の併用療法の
いずれかに割り付けられ、両群ともに標準的術後ホルモン療法５年間を実施、併用療法群は標準的術後ホルモン療法と同時にＴＳ－１を
１年間授与する。ＴＳ－１体表面積及びクレアチニンクリアランスによって規定された投与量を朝食後及び夕食後の１日２回、１４日間連日
経口投与し、その後７日間休薬する。これを１コースとして、投与開始から１年間、投与を繰り返す。

本試験は術前診断T1N0M0、腫瘍長径4cm以下と診断された単発性の早期胃癌症例を対象として、「SNをLN転移の指標とした個別化手
術群」を行い、その根治性・安全性を検証する第II相多施設共同単群試験である。すべての症例にSN生検を行い、術中SN転移陰性の
場合にはSN流域切除を原則とした縮小胃切除（噴門側胃切除、幽門保存胃切除、胃部分切除、分節切除）を行って「縮小手術群」（A
群）とする。流域切除範囲によって縮小手術が困難な場合には従来通りの胃切除術（幽門側胃切除術・胃全摘術）（B群）を実施する。ま
た、SN転移が陽性の場合にはD2LN郭清と定型胃切除（幽門側胃切除術・胃全摘術）（C群）を行う。Primary Endpointは5年無再発生存
割合、Secondary EndpointsはSN同定率、転移検出感度、3年無再発生存割合、3年・5年全生存割合、術後QOLとする。Primary
Endpointすなわち個別化手術の根治性・安全性の評価は、本試験登録A～C群（個別化手術群）の手術成績とこれまで報告されてきた
同じ早期胃癌に対する手術成績を比較し、A群のみの部分集団での予後についてもSecondary Endpontとして同時に検証する。術後
QOLに関しては「個別化手術群」内での比較も行う。

褐色細胞腫のうち、(1)初発時に原発巣の高度な局所進展を有するもの、(2)初発時に遠隔転移を有するもの、(3)外科的切除後に局所再
発を来したもの、(4)外科的切除後に遠隔転移を生じたもののいずれかで、かつ外科的切除や根治的放射線外照射が不可能なものは難
治性の褐色細胞腫と考えられる。本先進医療は、I-123 標識3-ヨードベンジルグアニジン（I-123 3-iodo- benzylguanidine: 123I-MIBG）
集積陽性のこれら難治性褐色細胞腫（パラガングリオーマを含む）患者を対象として放射線内照射療法用薬剤であるI-131 標識3-ヨード
ベンジルグアニジン（131I-MIBG）を投与し、その安全性及び有効性を評価する。

本件は、重度尿蛋白（3 g/day 以上、又は尿蛋白/尿クレアチニン3 g/gCr 以上）を伴い血清クレアチニンが2 mg/dL 未満、薬物治療下
で血清LDL-コレステロールが120 mg/dL 以上である糖尿病性腎症患者を対象として、LDL アフェレシス治療の有効性及び安全性を評
価する多施設共同単群試験である。リポソーバーを用い、LDL アフェレシスを施行する。原則として、登録後2 週間以内にLDL アフェレ
シスを開始し、これまでの報告（添付文献1 から3 及び5）に沿って、6 から12 回を12 週間以内に施行する。なお、LDL アフェレシス開始
以降のLDL コレステロールや尿蛋白等の低下推移や全身状態の変化等が多様であり、上記のとおりこれまでの報告に沿い6 から12 回
までで総合的に施行回数を判断するため、被験者毎にその回数が異なる。標準的には、1 回の施行時間を2～3 時間、血漿処理量を約
3,000 mL（目安：体重kg あたり血漿処理量50 mL）、施行間隔を2～7 日とするが、被験者の体重や状態により調節する。抗凝固薬は、ヘ
パリンを標準的に使用する。ブラッドアクセスは、直接穿刺又は留置カテーテルにて行う。

（様式第2） 



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 4 56 ベーチェット病 83
2 筋萎縮性側索硬化症 37 57 特発性拡張型心筋症 35
3 脊髄性筋萎縮症 1 58 肥大型心筋症 20
4 原発性側索硬化症 59 拘束型心筋症
5 進行性核上性麻痺 24 60 再生不良性貧血 105
6 パーキンソン病 115 61 自己免疫性溶血性貧血
7 大脳皮質基底核変性症 12 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症
8 ハンチントン病 7 63 特発性血小板減少性紫斑病 77
9 神経有棘赤血球症 64 血栓性血小板減少性紫斑病
10 シャルコー・マリー・トゥース病 65 原発性免疫不全症候群 16
11 重症筋無力症 98 66 IgＡ 腎症 13
12 先天性筋無力症候群 67 多発性嚢胞腎 11
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 72 68 黄色靱帯骨化症 17

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
16 69 後縦靱帯骨化症 111

15 封入体筋炎 70 広範脊柱管狭窄症 4
16 クロウ・深瀬症候群 71 特発性大腿骨頭壊死症 81
17 多系統萎縮症 24 72 下垂体性ADH分泌異常症 10
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 55 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
19 ライソゾーム病 4 74 下垂体性PRL分泌亢進症 7
20 副腎白質ジストロフィー 75 クッシング病 5
21 ミトコンドリア病 10 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 1
22 もやもや病 34 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 25
23 プリオン病 4 78 下垂体前葉機能低下症 70
24 亜急性硬化性全脳炎 1 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 2
25 進行性多巣性白質脳症 80 甲状腺ホルモン不応症
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 5
27 特発性基底核石灰化症 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 17 83 アジソン病 1
29 ウルリッヒ病 84 サルコイドーシス 142
30 遠位型ミオパチー 85 特発性間質性肺炎 25
31 ベスレムミオパチー 86 肺動脈性肺高血圧症 18
32 自己貪食空胞性ミオパチー 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 12
34 神経線維腫症 18 89 リンパ脈管筋腫症 2
35 天疱瘡 27 90 網膜色素変性症 22
36 表皮水疱症 5 91 バッド・キアリ症候群 3
37 膿疱性乾癬（汎発型） 7 92 特発性門脈圧亢進症 1
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 93 原発性胆汁性肝硬変 111
39 中毒性表皮壊死症 94 原発性硬化性胆管炎 2
40 高安動脈炎 32 95 自己免疫性肝炎 9
41 巨細胞性動脈炎 1 96 クローン病 171
42 結節性多発動脈炎 27 97 潰瘍性大腸炎 232
43 顕微鏡的多発血管炎 33 98 好酸球性消化管疾患
44 多発血管炎性肉芽腫症 16 99 慢性特発性偽性腸閉塞症
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 8 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症
46 悪性関節リウマチ 15 101 腸管神経節細胞僅少症
47 バージャー病 18 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 103 CFC症候群
49 全身性エリテマトーデス 320 104 コステロ症候群
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 132 105 チャージ症候群 1
51 全身性強皮症 423 106 クリオピリン関連周期熱症候群
52 混合性結合組織病 51 107 全身型若年性特発性関節炎 1
53 シェーグレン症候群 29 108 TNF受容体関連周期性症候群
54 成人スチル病 11 109 非典型溶血性尿毒症症候群
55 再発性多発軟骨炎 1 110 ブラウ症候群
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4　指定難病についての診療
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疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 161 家族性良性慢性天疱瘡
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 2
113 筋ジストロフィー 163 特発性後天性全身性無汗症
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 164 眼皮膚白皮症
115 遺伝性周期性四肢麻痺 165 肥厚性皮膚骨膜症
116 アトピー性脊髄炎 166 弾性線維性仮性黄色腫
117 脊髄空洞症 167 マルファン症候群 3
118 脊髄髄膜瘤 168 エーラス・ダンロス症候群
119 アイザックス症候群 169 メンケス病
120 遺伝性ジストニア 170 オクシピタル・ホーン症候群
121 神経フェリチン症 171 ウィルソン病 1
122 脳表ヘモジデリン沈着症 172 低ホスファターゼ症

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
173 VATER症候群

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
174 那須・ハコラ病

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
175 ウィーバー症候群

126 ペリー症候群 176 コフィン・ローリー症候群
127 前頭側頭葉変性症 177 有馬症候群
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 178 モワット・ウィルソン症候群
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 179 ウィリアムズ症候群
130 先天性無痛無汗症 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群
131 アレキサンダー病 181 クルーゾン症候群
132 先天性核上性球麻痺 182 アペール症候群
133 メビウス症候群 183 ファイファー症候群
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 184 アントレー・ビクスラー症候群
135 アイカルディ症候群 185 コフィン・シリス症候群
136 片側巨脳症 186 ロスムンド・トムソン症候群
137 限局性皮質異形成 187 歌舞伎症候群
138 神経細胞移動異常症 188 多脾症候群
139 先天性大脳白質形成不全症 189 無脾症候群
140 ドラベ症候群 190 鰓耳腎症候群
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 191 ウェルナー症候群 1
142 ミオクロニー欠神てんかん 192 コケイン症候群
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 193 プラダー・ウィリ症候群
144 レノックス・ガストー症候群 194 ソトス症候群
145 ウエスト症候群 195 ヌーナン症候群
146 大田原症候群 196 ヤング・シンプソン症候群
147 早期ミオクロニー脳症 197 １p36欠失症候群
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 198 ４p欠失症候群
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 199 ５p欠失症候群
150 環状20番染色体症候群 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群
151 ラスムッセン脳炎 201 アンジェルマン症候群
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 202 スミス・マギニス症候群
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 203 22q11.2欠失症候群

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
204 エマヌエル症候群

155 ランドウ・クレフナー症候群 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患
156 レット症候群 206 脆弱X症候群
157 スタージ・ウェーバー症候群 207 総動脈幹遺残症
158 結節性硬化症 208 修正大血管転位症
159 色素性乾皮症 209 完全大血管転位症
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症
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疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
212 三尖弁閉鎖症 1 260 シトステロール血症
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 261 タンジール病
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 262 原発性高カイロミクロン血症 1
215 ファロー四徴症 263 脳腱黄色腫症
216 両大血管右室起始症 264 無βリポタンパク血症
217 エプスタイン病 265 脂肪萎縮症
218 アルポート症候群 266 家族性地中海熱 1
219 ギャロウェイ・モワト症候群 267 高ＩｇＤ症候群
220 急速進行性糸球体腎炎 268 中條・西村症候群

221 抗糸球体基底膜腎炎 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
1

222 一次性ネフローゼ症候群 4 270 慢性再発性多発性骨髄炎
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 271 強直性脊椎炎 9
224 紫斑病性腎炎 1 272 進行性骨化性線維異形成症
225 先天性腎性尿崩症 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 274 骨形成不全症
227 オスラー病 275 タナトフォリック骨異形成症
228 閉塞性細気管支炎 276 軟骨無形成症
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 277 リンパ管腫症/ゴーハム病
230 肺胞低換気症候群 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変）

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
232 カーニー複合 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変）
233 ウォルフラム症候群 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
282 先天性赤血球形成異常性貧血

235 副甲状腺機能低下症 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 285 ファンコニ貧血
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1 286 遺伝性鉄芽球性貧血
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 287 エプスタイン症候群
240 フェニルケトン尿症 288 自己免疫性出血病XIII
241 高チロシン血症1型 289 クロンカイト・カナダ症候群
242 高チロシン血症2型 290 非特異性多発性小腸潰瘍症
243 高チロシン血症3型 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸
244 メープルシロップ尿症 292 総排泄腔外反症
245 プロピオン酸血症 293 総排泄腔遺残
246 メチルマロン酸血症 294 先天性横隔膜ヘルニア
247 イソ吉草酸血症 295 乳幼児肝巨大血管腫
248 グルコーストランスポーター1欠損症 296 胆道閉鎖症
249 グルタル酸血症1型 297 アラジール症候群 1
250 グルタル酸血症2型 298 遺伝性膵炎
251 尿素サイクル異常症 299 嚢胞性線維症
252 リジン尿性蛋白不耐症 300 ＩｇＧ４関連疾患 3
253 先天性葉酸吸収不全 301 黄斑ジストロフィー
254 ポルフィリン症 302 レーベル遺伝性視神経症
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 303 アッシャー症候群
256 筋型糖原病 304 若年発症型両側性感音難聴
257 肝型糖原病 305 遅発性内リンパ水腫

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
306 好酸球性副鼻腔炎 3

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・病棟薬剤業務実施加算２

　・歯科外来診療環境体制加算 　・データ提出加算

　・歯科診療特別対応連携加算 　・退院支援加算２

　・特定機能病院入院基本料（一般病棟） 　・精神疾患診療体制加算

　・特定機能病院入院基本料（精神病棟） 　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・超急性期脳卒中加算 　・特定集中治療室管理料２

　・診療録管理体制加算２ 　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・医師事務作業補助体制加算１（７５対１）      １．母体・胎児集中治療室管理料

　・急性期看護補助体制加算      ２．新生児集中治療室管理料

　・看護補助加算２（５０対１） 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・療養環境加算 　・小児入院医療管理料４

　・重症者等療養環境特別加算 　・

　・無菌治療室管理加算１．２ 　・

　・緩和ケア診療加算 　・

　・精神科応急入院施設管理加算 　・

　・精神病棟入院時医学管理加算 　・

　・精神科身体合併症管理加算 　・

　・栄養サポートチーム加算 　・

　・医療安全対策加算１ 　・

　・感染防止対策加算１  感染防止対策地域連携加算あり 　・

　・患者サポート体制充実加算 　・

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　・

　・ハイリスク妊娠管理加算 　・

　・ハイリスク分娩管理加算 　・

　・後発医薬品使用体制加算２ 　・

　・病棟薬剤業務実施加算１ 　・

（様式第2） 



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・高度難聴指導管理料 　・人工膵臓検査

　・糖尿病合併症管理料 　・皮下連続式グルコース測定

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・がん患者指導管理料１ 　・神経学的検査

　・がん患者指導管理料３ 　・ロービジョン検査判断料

　・外来緩和ケア管理料 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・移植後患者指導管理料 　・内服・点滴誘発試験

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・センチネルリンパ節生検（片側）

　・院内トリアージ実施料 　・画像診断管理加算２

　・外来放射線照射診療料 　・遠隔画像診断

　・ニコチン依存症管理料 　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・がん治療連携計画策定料 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・薬剤管理指導料 　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・医療機器安全管理料１ 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・医療機器安全管理料２ 　・外来化学療法加算１

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・無菌製剤処理料

　・歯科治療総合医療管理料 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・持続血糖測定器加算 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・国際標準検査管理加算 　・がん患者リハビリテーション料

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・精神科作業療法

　・胎児心エコー法
　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・ヘッドアップティルト試験 　・医療保護入院等診療料

（様式第2） 



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの） 　・生体部分肝移植術

　・透析液水質確保加算１ 　・同種死体肝移植術

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・歯科技工加算 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算を算定する場合に限る。）

　・腹腔鏡下小切開副腎摘出術

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出
術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

　・腫瘍脊椎骨全摘術 　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置
交換術

　・同種死体腎移植術

　・羊膜移植術 　・生体腎移植術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・膀胱水圧拡張術

　・網膜再建術 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 　・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係
るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
（歯科診療に係るものに限る。）

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１、及
び又は乳がんセンチネルリンパ節加算２を算定する場合に限
る。）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清
を伴わないもの）及び乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を
伴うもの））

　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術
を含む。）

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 　・輸血管理料Ⅱ

　・経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの） 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術 　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

　・放射線治療専任加算

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 　・外来放射線治療加算

　・腹腔鏡下肝切除術 　・高エネルギー放射線治療



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） 　・

　・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ） 　・

　・体外照射呼吸性移動対策加算 　・

　・定位放射線治療 　・

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算 　・

　・画像誘導密封小線源治療加算 　・

　・病理診断管理加算 　・

　・クラウン・ブリッジ維持管理料 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

１か月に７回

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

剖検症例数　　　　　38例　　　／　　剖検率      　13.5%

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・羊膜移植術 　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2） 



1  研究費補助等の実績

金   額

¥4,800,000
補
委

¥1,400,000
補
委

¥1,100,000
補
委

¥1,500,000
補
委

¥900,000
補
委

¥2,000,000
補
委

¥100,000
補
委

¥800,000
補
委

¥900,000
補
委

¥1,400,000
補
委

¥1,225,000
補
委

¥1,100,000
補
委

¥1,700,000
補
委

¥1,500,000
補
委

¥1,300,000
補
委

¥1,100,000
補
委

¥900,000
補
委

¥1,000,000
補
委

小計　18件
\24,725,000

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

GSK3β経路を標的とする大腸
がんの病態解明と治療法開発

の基盤形成
源　利成 がん進展制御研究所

日本学術
振興会

大腸がんにおけるβ-カテニン
核移送に作用する核膜孔複合

体因子の探索と機能解析
源　利成 がん進展制御研究所

日本学術
振興会

エネルギー代謝特性に基づく
消化器がん病態解明と制御へ

の応用
堂本　貴寛 がん進展制御研究所

日本学術
振興会

PI3 KおよびERKパスウエイを
標的としたKRAS変異腫瘍に対

する新規治療開発
衣斐　寛倫 がん進展制御研究所

日本学術
振興会

EGFR変異肺癌のEMTに起因する
変異型EGFR選択的TKI耐性克服

治療の開発
福田　康二 がん進展制御研究所

日本学術
振興会

腎コロボーマ症候群の遺伝子
診断法確立と急性腎障害バイ

オマーカー開発
古市　賢吾 附属病院

日本学術
振興会

前立腺癌骨転移微小環境にお
けるCCL2を介した癌細胞増

殖・浸潤機構の解明
成本　一隆 附属病院

日本学術
振興会

肥満時の薬物動態変動による
医薬品副作用の回避戦略

崔　吉道 附属病院
日本学術
振興会

長鎖ノンコーディングRNAを基
軸としたC型慢性肝疾患の病態

制御
島上　哲朗 附属病院

日本学術
振興会

心不全状態での肝臓機能の破
綻が心臓リモデリングへ与え

る影響
薄井　荘一郎 附属病院

日本学術
振興会

進行性腎障害におけるTLR7を
介した免疫担当細胞制御の意

義
岩田　恭宜 附属病院

日本学術
振興会

PIGA遺伝子変異造血幹細胞の
選択的増殖におけるCD109分子

とTGF-βの役割
山崎　宏人 附属病院

日本学術
振興会

好中球二次顆粒欠損症の新規
Ｃ／ＥＢＰε変異と好中球分

化異常に関する研究
和田　泰三 附属病院

日本学術
振興会

培養肥満細胞による胸腺機能
回復：骨髄移植における致死

的慢性GVHDの制御
西村　良成 附属病院

日本学術
振興会

慢性炎症を背景とした食道発
癌におけるアラキドン酸カス
ケードの制御と発癌抑制効果

尾山　勝信 附属病院
日本学術
振興会

Zfp57遺伝子系をターゲットと
した大腸癌に対する新規治療

法の開発
高村　博之 附属病院

日本学術
振興会

肝の難病"類洞閉塞症候群"の
病態解明と新規予防法・治療

法の開発
田島　秀浩 附属病院

日本学術
振興会

多孔質足場を用いた動脈瘤開
口部の新生血管壁構造の誘導

実験
内山　尚之 附属病院

日本学術
振興会

（様式第3） 



¥670,000
補
委

¥600,000
補
委

¥1,300,000
補
委

¥1,450,000
補
委

¥500,000
補
委

¥1,200,000
補
委

¥800,000
補
委

¥1,200,000
補
委

¥1,200,000
補
委

¥1,200,000
補
委

¥600,000
補
委

¥700,000
補
委

¥400,000
補
委

¥600,000
補
委

¥1,200,000
補
委

¥1,300,000
補
委

¥500,000
補
委

¥700,000
補
委

¥1,400,000
補
委

¥1,700,000
補
委

小計　20件
\19,220,000

不安定性を有する骨粗鬆性脊
椎の力学解析 -最適な強度を

有する固定材料の模索-
出村　諭 附属病院

日本学術
振興会

変形性関節症の軟骨損傷に対
する脂肪由来幹細胞を用いた
予防と治療に関する基礎実験

加畑　多文 附属病院
日本学術
振興会

末梢血中における子宮内膜癌
幹細胞の検出とその臨床的意

義の検討
中村　充宏 附属病院

日本学術
振興会

顎変形症患者の周術期におけ
る気道通気状態と睡眠呼吸障

害の解明
大井　一浩 附属病院

日本学術
振興会

脂肪組織由来間質細胞による
心筋再生医療の作用機序に関

する研究
高村　雅之 附属病院

日本学術
振興会

食塩感受性高血圧の成因に関
するエピジェネティスク解析

武田　仁勇 附属病院
日本学術
振興会

全身性強皮症における
regulatory B細胞の機能解析

および新規治療法の開発
松下　貴史 附属病院

日本学術
振興会

酸化ストレスが精神疾患病態
生理に果たす機能的重要性の
解明；うつ病の敵か、味方

か？

戸田　重誠 附属病院
日本学術
振興会

肝動脈化学塞栓術におけるナ
ノミセルを用いた薬剤導入と

集積方法に関する研究
南　哲弥 附属病院

日本学術
振興会

食道癌放射線耐性機序解明と
HDAC阻害薬による放射線耐性

克服の基礎的検討
二宮　致 附属病院

日本学術
振興会

膵癌放射線治療における線維
化ならびに抗癌治療誘発EMT抑

制に関する研究
中川原　寿俊 附属病院

日本学術
振興会

難治性良性脳腫瘍に対するア
クアポリン１を標的とした血

管新生抑制の治療戦略
林　康彦 附属病院

日本学術
振興会

前立腺癌の再燃およびドセタ
キセル耐性獲得メカニズムに

おける微小環境の影響
角野　佳史 附属病院

日本学術
振興会

実験的緑内障濾過手術におけ
るハニカムフィルムの有用性

奥田　徹彦 附属病院
日本学術
振興会

ＤＩＣにおける炎症と凝固の
相互作用遮断と血管作動性物

質
朝倉　英策 附属病院

日本学術
振興会

医学研究に関する各種倫理指
針の統合を目指す包括的研究<

被験者保護と公益性>
村山　敏典 附属病院

日本学術
振興会

心臓における交感神経刺激受
容体に対するカテーテル焼灼

の影響
村井　久純 附属病院

日本学術
振興会

遺伝性不整脈の新規原因遺伝
子検索およびゼブラフィッ

シュを用いた不整脈重症度評
価

林　研至 附属病院
日本学術
振興会

肝硬変微小環境による肝がん
幹細胞発生維持制御機構の解

明
山下　太郎 附属病院

日本学術
振興会

大動脈弁狭窄症における心筋
内微小循環の評価と臨床応用

坂田　憲治 附属病院
日本学術
振興会
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上皮-間葉連関に着目した
LPA1-MRTF-SRFシグナルの腎線

維化にはたす意義
坂井　宣彦 附属病院

日本学術
振興会

食品や化粧品に含まれる蛋白
による脳βアミロイドーシス

の促進に関する研究
濱口　毅 附属病院

日本学術
振興会

モデルマウスを用いたIgG4関
連疾患の病態の解明と治療法

の確立
川野　充弘 附属病院

日本学術
振興会

N-13アンモニアPETと短時間撮
影心筋SPECTの統合診断による

リスク層別化
松尾　信郎 附属病院

日本学術
振興会

梗塞後左室リモデリングの病
態に関するマルチトレーサ生
体分子イメージングの研究

瀧　淳一 附属病院
日本学術
振興会

血管外血小板凝集による乳癌
細胞の転移形質獲得の病態解

明と新規治療法の開発
井口　雅史 附属病院

日本学術
振興会

脂肪由来幹細胞を応用した骨
軟部腫瘍切除後組織欠損の再
生医療と蛍光イメージング評

価

林　克洋 附属病院
日本学術
振興会

去勢抵抗性前立腺癌に対する
ユビキチン－プロテアソーム
系を標的とした治療戦略の確

立

小中　弘之 附属病院
日本学術
振興会

婦人科癌におけるテロメラー
ゼ活性化機転に基づく末梢血
腫瘍細胞の検出・解析法の確

立

高倉　正博 附属病院
日本学術
振興会

咽頭扁桃におけるＭ細胞の機
能解析：反復性中耳炎発症の

内的因子の解明
杉本　寿史 附属病院

日本学術
振興会

上咽頭癌の前転移ニッチ構築
機構解明と治療用エクソソー

ム開発
脇坂　尚宏 附属病院

日本学術
振興会

ラット心筋虚血による梗塞巣
へのサイトカイン吸着カラム
を用いた血液浄化療法の効果

岡島　正樹 附属病院
日本学術
振興会

口腔扁平上皮癌の浸潤・転移
におけるInvadopodiaのメカニ

ズムの解明
加藤　広禄 附属病院

日本学術
振興会

デキサメタゾン併用によるカ
ルボプラチンの好中球減少重

篤化
板井　進悟 附属病院

日本学術
振興会

タルセバ錠の吸収低下回避の
ための簡易懸濁法に関する検

討
小川　由紀 附属病院

日本学術
振興会

経口Ｃ型肝炎治療における医
師・看護師・薬剤師による協

働プロトコールの構築
矢口　邦子 附属病院

日本学術
振興会

肺構造モデル解析に基づく機
能的残気量（FRC）測定のシス

テム同定
大江　宏康 附属病院

日本学術
振興会

抗リン脂質抗体症候群におけ
るLA検査標準化を目指した検

体処理法の検討
木村　美香 附属病院

日本学術
振興会

血液がんにおけるA・B抗原減
弱とその他の血液型減弱との

関連性の検証
佐藤　英洋 附属病院

日本学術
振興会

APTT正常例における内因系凝
固因子活性の分布に関する研

究
柴山　正美 附属病院

日本学術
振興会
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日本学術
振興会

附属病院
日本学術
振興会

関節リウマチにおける糖鎖制
御機構の解明

伊藤　清亮 附属病院
日本学術
振興会

MLL遺伝子再構成を有する難治
性乳児白血病の病態解析から

新規治療法開発を試みる
伊川　泰広 附属病院

日本学術
振興会

糖尿病における心・腎線維化
機序に関わる新規骨髄由来細

胞の同定と解析
相良　明宏 附属病院

日本学術
振興会

腸管免疫を介した腎・腸連関
機序の解明

中出　祐介 附属病院
日本学術
振興会

日本学術
振興会

ヒトiPS細胞由来肝細胞を用い
た家族性高コレステロール血
症に対する移植治療の検討

岡田　寛史

薬物動態変動要因としての栄
養組成および腸内細菌叢環境

の関与
嶋田　努 附属病院

心房細動のリズム不整が血栓
形成に及ぼす影響に関する検

討
田中　仁啓 附属病院

16SrRNA解析を用いた細菌同定 竹森優喜子 附属病院
日本学術
振興会

深部静脈血栓症急性期におけ
る凝血学的マーカーと下肢静
脈エコーの有用性に関する研

究

寺上　貴子 附属病院
日本学術
振興会

気分障害患者における体性感
覚弁別課題を用いた事象関連

電位の研究
南部　裕子 附属病院

日本学術
振興会

附属病院
日本学術
振興会

臨床で活用できる書字能力の
定量的評価法の確立

堀江　翔 附属病院
日本学術
振興会

免疫不全患者における血漿中
CMV-DNA量測定の臨床的意義に

関する研究
前河　晶子 附属病院

日本学術
振興会

細胞競合現象に基づく上咽頭
癌発癌機構の解析と新規治療

法の開発
近藤　悟 附属病院

日本学術
振興会

男性の尿路・性器・肛門悪性
腫瘍とヒトパピローマウイル
スとの関連性についての検討

八重樫 洋 附属病院
日本学術
振興会

遺伝子マスターレギュレー
ターSATB1の頭頸部癌遺伝子発

現制御機構
近藤　悟

附属病院
日本学術
振興会

男性における尿路性器・咽
頭・肛門のHPV感染率について

の疫学調査
重原　一慶

幹細胞ニッチに着目した軟骨
膜片移植による長期形態維持

性耳介軟骨再生法の開発
小室　明人 附属病院

日本学術
振興会

附属病院
日本学術
振興会

閉塞性細気管支炎における筋
線維芽細胞の役割とその制御

機構の解明
高戸　葉月 附属病院

日本学術
振興会

革新的プロテオミクスによる
髄液中の膠芽腫バイオマー

カーの同定
古田　拓也 附属病院

日本学術
振興会

タンパク質合成系への作用か
らみたN-アセチルシステイン
の抗精神病作用機序の解明

西川　宏美
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肝細胞癌における肝幹細胞形
質と上皮間葉移行発現に対す
る画像バイオマーカーの検討

米田　憲秀 附属病院
日本学術
振興会

附属病院中沼　伸一
日本学術
振興会

肝移植後拒絶反応における類
洞血管外血小板凝集関与の解

明と新規治療の開発

ビタミンB2投与による肺動脈
血流を利用した肺区域同定法

の開発
齋藤　大輔 附属病院

日本学術
振興会

「心の理論」ネットワークの
再構築と機能温存を目的とし
た次世代覚醒下手術法の確立

木下　雅史 附属病院
日本学術
振興会

くも膜下出血後脳血管攣縮バ
イオマーカーとしての分泌型

RAGEの検証
上出　智也 附属病院

日本学術
振興会

IL-10産生による中枢神経系悪
性リンパ腫の免疫回避と増殖/

浸潤機構の解明
笹川　泰生 附属病院

日本学術
振興会

独自の抗菌ヨード担持加工と
CAOS技術を融合したカスタム
メイドインプラントの開発

楫野　良知 附属病院
日本学術
振興会

脂肪由来幹細胞シートを用い
た革新的半月板縫合術の確立-

ウサギを用いた基礎研究-
中瀬　順介 附属病院

日本学術
振興会

免疫寛容離脱を目的とした腎
癌治療における脾臓摘除の可

能性
野原　隆弘 附属病院

日本学術
振興会

精巣体積低下を伴う無精子症
の原因の解明－Ｘ染色体遺伝

子の網羅的解析－
飯島　将司 附属病院

日本学術
振興会

上咽頭癌における新たなリ
キッド・バイオプシー法の開

発と臨床応用
平井　信行 附属病院

日本学術
振興会

高濃度NaClによる抗癌剤内包
ミセルの抗腫瘍効果増強とそ

の動態
上野　貴雄 附属病院

日本学術
振興会

口腔扁平上皮癌の組織内血小
板による浸潤、転移能獲得機

構の解明
北原　寛子 附属病院

日本学術
振興会

放射線照射が脊椎の骨強度に
与える影響　－特に骨質に着

目して－
加藤　仁志 附属病院

日本学術
振興会

Dual-energy CTにおける非造
影下物質弁別システムの確立

濱口　隆史 附属病院
日本学術
振興会

前立腺癌に対する小線源治療
併用強度変調放射線治療にお
ける適切な臓器線量制約の確

立

熊野　智康 附属病院
日本学術
振興会

肝癌に対する樹状細胞ワクチ
ン療法の開発

北原　征明 附属病院
日本学術
振興会

腫瘍血管正常化に基づく頭頸
部癌新規治療戦略

遠藤　一平 附属病院
日本学術
振興会

脳アミロイドアンギオパチー
関連炎症の発症機構の解明

坂井　健二 附属病院
日本学術
振興会

関節炎の発症及び進展におけ
る腸内細菌叢の役割の解明

藤井　博 附属病院
日本学術
振興会
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Danon病iPS細胞由来心筋・骨
格筋細胞の解析と治療薬効果

の評価
吉田　昌平 附属病院

日本学術
振興会

Th17細胞をターゲットとした
皮膚疾患の治療

岡本　芳伸 附属病院
日本学術
振興会

画像検査を用いたIgG4関連疾
患の病態解析および病勢評価

法の確立
井上　大 附属病院

日本学術
振興会

β-catenin変異型肝細胞癌の
Gd-EOB-DTPA造影MRI所見

北尾　梓 附属病院
日本学術
振興会

門脈阻血に伴う多臓器うっ血
の周術期における影響と多臓

器相関
林　泰寛 附属病院

日本学術
振興会

脳血管保護因子：内在性分泌
型RAGEの機能解明と治療への

応用
清水　有 附属病院

日本学術
振興会

子宮内膜症からの多段階発癌
モデルの作成

保野　由紀子 附属病院
日本学術
振興会

健診コホートを用いた慢性腎
臓病の進展および改善因子の

縦断的検討
遠山　直志 附属病院

日本学術
振興会

家族性高コレステロール血症
の新規原因遺伝子の網羅的解

析
多田　隼人 附属病院

日本学術
振興会

脂肪由来幹細胞シートを使っ
たラット大腿骨骨欠損再建法

の開発
吉田　泰久 附属病院

日本学術
振興会

目的指向性行動から習慣への
安定的移行を制御する側坐核

可塑性の役割
戸田　重誠 附属病院

日本学術
振興会

アカデミアにおける臨床研究
データ管理のCDISC準拠体制モ

デルの構築
高原　志津子 附属病院

日本学術
振興会

腎コロボーマ症候群特異的iPS
細胞による腎臓病の病態解明

古市　賢吾 附属病院
日本学術
振興会

X線動画イメージングによる胸
郭運動ならびに肺機能評価の

試み
田中　利恵 保健学系

日本学術
振興会

出血リスクを増大しない抗血
栓療法に向けて：スタチンに
よる新たな血栓阻止機構の解

明

關谷　暁子 保健学系
日本学術
振興会

糖尿病ラットの廃用性筋委縮
に対する運動効果

間所　祥子 保健学系
日本学術
振興会

上肢手指の動作解析による巧
緻性の新規定量化法の開発

中嶋　理帆 保健学系
日本学術
振興会

突発性正常圧水頭症における
新たな揺動MRイメージング法

と解析法の開発
大野　直樹 保健学系

日本学術
振興会

ドメスティック・バイオレン
ス被害女性の育児における困

難感と回復を促す支援
藤田　景子 保健学系

日本学術
振興会

C型慢性肝炎に対するIFN応
答・不応答メカニズムの解明

白崎　尚芳 保健学系
日本学術
振興会
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発作性夜間血色素尿症（PNH）
形質を利用したヒト造血幹細

胞動態の解明
片桐　孝和 保健学系

日本学術
振興会

肝炎ウイルス治療後の肝発癌
機序とバイオマーカーの同定

に関する研究
本多　政夫 保健学系

日本学術
振興会

新規2型糖尿病骨代謝モデルに
よる糖尿病骨代謝機構解析と

運動による改善法の提案
北村　敬一郎 保健学系

日本学術
振興会

ヘムオキシゲナーゼー1が造血
幹細胞移植後治療成績におよ

ぼす効果と新規治療戦略
森下　英理子 保健学系

日本学術
振興会

新しい概念を有するX線CT装置
の線量・エネルギー評価法の

確立
松原　孝祐 保健学系

日本学術
振興会

「糖尿病腎症療養認識パター
ン分類尺度」を活用した腎症

教育プログラムの検証
松井　希代子 保健学系

日本学術
振興会

廃用性筋萎縮抑制効果の長軸
部位別検証による臨床視点的

プログラムの構築
山崎　俊明 保健学系

日本学術
振興会

振動による重症虚血肢患者の
虚血性疼痛緩和と創傷治癒が

もたらすQOL向上の検討
大桑　麻由美 保健学系

日本学術
振興会

膠原病患者の運動負荷中の心
機能と体力の検討

染矢　富士子 保健学系
日本学術
振興会

母指と手指の新しい機能評価
法に関する研究

西村　誠次 保健学系
日本学術
振興会

廃用性萎縮後の下肢筋に対す
る筋機能回復のための至適負
荷強度および介入時期の検討

田中　正二 保健学系
日本学術
振興会

骨盤前傾座位時の坐骨結節部
皮膚からの感覚情報は体幹位

置の位置情報になる
淺井　仁 保健学系

日本学術
振興会

介助動作re-positioningを頸
部・腰部の圧迫力から判定す

る基礎的研究
柴田　克之 保健学系

日本学術
振興会

神経再生におけるcellular
Factor XIII 活性化機構の解

明
杉谷　加代 保健学系

日本学術
振興会

変形画像照合による積算線量
分布の有用性を向上させる新
たな部分的精度・信頼性の開

発

武村　哲浩 保健学系
日本学術
振興会

一体型SPECT/CT装置における
心電図同期X線CT撮影の減弱補

正法の確立
小野口　昌久 保健学系

日本学術
振興会

コンピュータ支援によるＸ線
動態撮像ナビゲーションシス

テムの開発
真田　茂 保健学系

日本学術
振興会

肥大型心筋症全例登録による
発症と予後に関与する要因お
よび治療法解明に関する研究

藤野　陽 保健学系
日本学術
振興会

肝細胞膜トランスポーターイ
メージングによる早期肝細胞
癌スクリーニング手技の確立

小林　聡 保健学系
日本学術
振興会

乳児の泣きに対する母親育児
支援プログラムの構築

田淵　紀子 保健学系
日本学術
振興会
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中枢神経障害および神経細胞
移植におけるアストロサイト

活性化の抑制効果
中川　敬夫 保健学系

日本学術
振興会

肝炎ウイルス複製を支持する
新規肝癌由来培養細胞の樹立

本多　政夫 保健学系
日本学術
振興会

乳幼児期および自閉症スペク
トラム障害の社会性の発達に

関連する脳機能の解明
吉村　優子

子どものこころの発達
研究センター

日本学術
振興会

オキシトシン療法による自閉
症スペクトラム障害者の自己
観の変化に関する脳科学的研

究

棟居　俊夫
子どものこころの発達

研究センター
日本学術
振興会

自閉症スペクトラム障害幼児
における遺伝子多型、脳内

ネットワークと表現型の関係
菊知　充

子どものこころの発達
研究センター

日本学術
振興会

自閉性障害の神経ネットワー
ク異常に関する研究：非線形
解析による脳形態生理学的検

討

高橋　哲也
子どものこころの発達

研究センター
日本学術
振興会

自閉症スペクトラム障害幼児
における、知覚入力と「ここ

ろ」の形成過程の関係
菊知　充

子どものこころの発達
研究センター

日本学術
振興会

糖尿病性腎症に対するプロパ
ゲルマニウムの実用化を目指

した橋渡し研究
原　章規 医学系

日本学術
振興会

iPS細胞由来の造血幹細胞を利
用した再生不良性貧血自己抗

原の同定
中尾　眞二 医学系

日本学術
振興会

内分泌器官としての肝臓病学
の確立

金子　周一 医学系
日本学術
振興会

オミクス情報を駆使した全身
型特発性関節炎分子病態の解

明と先制医療開発
谷内江　昭宏 医学系

日本学術
振興会

口腔扁平上皮細胞癌の浸潤・
転移機序の解明ならびに浸

潤・転移阻止実験
川尻　秀一 医学系

日本学術
振興会

単細胞トランスクリプトーム
による細胞階層性構造の解明

橋本　真一 医学系
日本学術
振興会

統合失調症の病態における
Kv9.3カリウムチャンネルサブ
ユニットの重要性について

橋本　隆紀 医学系
日本学術
振興会

悪性骨腫瘍に対する液体窒素
処理と樹状細胞療法の併用療

法
西田　英司 医学系

日本学術
振興会

糖尿病臓器合併症の個別化医
療にむけた抗エリスロポエチ
ン受容体抗体の基礎臨床的検

討

和田　隆志 医学系
日本学術
振興会

ドラッグリポジショニングに
よる悪性グリオーマに対する

新規化学療法の基盤構築
中田　光俊 医学系

日本学術
振興会

蛍光イメージングを用いた悪
性骨軟部腫瘍の転移機序の解

明と新規治療法の開発
土屋　弘行 医学系

日本学術
振興会

AR Axis・微小環境を考慮した
前立腺癌進行の機序解明と革

新的治療戦略の構築
並木　幹夫 医学系

日本学術
振興会

胚由来の胚着床誘導因子（胚
シグナル）の同定と臨床応用

への試み
藤原　浩 医学系

日本学術
振興会
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代償性増殖による上咽頭癌発
癌機構の解明と治療戦略

吉崎　智一 医学系
日本学術
振興会

自己免疫性疾患におけるオー
トファジー異常の役割の解明

佐々木　素子 医学系
日本学術
振興会

MLPAとFISHを用いたヒト固形
癌における遺伝子増幅の網羅

的研究
大井　章史 医学系

日本学術
振興会

原発性胆汁性肝硬変の胆管病
変におけるエネルギー代謝の

解析と治療戦略
原田　憲一 医学系

日本学術
振興会

院外心停止に対する蘇生中止
基準に関する研究

後藤　由和 医学系
日本学術
振興会

次世代ウェアラブルデバイ
ス・スマートグラスを活用し
た外来教育システムの構築と

評価

八木　邦公 医学系
日本学術
振興会

次世代シークエンサーと蛋白
質アレイを用いた骨髄腫病態

解析と新規治療法の開発
高松　博幸 医学系

日本学術
振興会

肝細胞癌における表面抗原発
現パターンに基づいた癌幹細

胞標的新規治療法の開発
大石　尚毅 医学系

日本学術
振興会

心房細動がもたらす凝固異常
の病態解析と血液診断法の開

発
加藤　武史 医学系

日本学術
振興会

エクソームシーケンスを用い
た新規高比重リポ蛋白代謝制
御因子の発見とその機能解析

川尻　剛照 医学系
日本学術
振興会

ホスホリラーゼ異常リン酸化
による心不全発症機序の解明

今野　哲雄 医学系
日本学術
振興会

全身性強皮症におけるFcγRの
役割についての検討

濱口　儒人 医学系
日本学術
振興会

人工知能と心疾患リスクモデ
ルとを統合した次世代型画像

診断システムの開発
中嶋　憲一 医学系

日本学術
振興会

微弱磁場環境下・不凍物質添
加低温保存肺の移植に関する

研究
松本　勲 医学系

日本学術
振興会

RAGEにより誘導される骨肉腫
幹細胞モデルの確立とその分

子機構の解明
武内　章彦 医学系

日本学術
振興会

ステント摘出デバイスの開発
と臨床応用

内山　勝晴 医学系
日本学術
振興会

シミュレータの遠隔操作によ
る小児救急医学教育の効果に

ついて
太田　邦雄 医学系

日本学術
振興会

心筋症における不整脈関連遺
伝子の検索と機能解析および

薬物的・非薬物的介入
井野　秀一 医学系

日本学術
振興会

地域医療における軽症糖尿病
患者に対する在宅健康サービ

スの継続研究
米田　隆 医学系

日本学術
振興会

全エクソンシークエンスによ
る大腸癌の染色体不安定性の
原因となる新規遺伝子の同定

澤田　武 医学系
日本学術
振興会



¥900,000
補
委

¥1,200,000
補
委

¥1,200,000
補
委

¥900,000
補
委

¥900,000
補
委

¥1,100,000
補
委

¥1,300,000
補
委

¥600,000
補
委

¥600,000
補
委

¥1,200,000
補
委

¥700,000
補
委

¥1,100,000
補
委

¥1,400,000
補
委

¥1,110,000
補
委

¥1,100,000
補
委

¥1,300,000
補
委

¥1,100,000
補
委

¥1,400,000
補
委

¥600,000
補
委

¥500,000
補
委

小計　20件
\20,210,000

細胞傷害性T細胞レセプターを
用いた肝細胞癌免疫治療に関

する基礎的検討
水腰　英四郎 医学系

日本学術
振興会

重症筋無力症の骨格筋細胞内
反応と病態に関する研究

岩佐　和夫 医学系
日本学術
振興会

ヘパトカインセレノプロテイ
ンPによる"運動療法抵抗性"誘

導機構の解明
御簾　博文 医学系

日本学術
振興会

胃癌腹膜播種における腹腔内
マクロファージの機能解析と
造腫瘍性についての実験的検

討

伏田　幸夫 医学系
日本学術
振興会

逆流性食道炎による食道発癌
過程での炎症性微小環境の解

明とその抑制
宮下　知治 医学系

日本学術
振興会

自然免疫応答の賦活化を基盤
とした膵癌新規薬物併用療法

の開発
太田　哲生 医学系

日本学術
振興会

浸潤性脳腫瘍が頭頂葉-前頭葉
高次機能ネットワーク再構築

に及ぼす影響の検討
林　裕 医学系

日本学術
振興会

フラボノイドを用いた前立腺
癌再燃の予防とドセタキセル

感受性増強への応用
溝上　敦 医学系

日本学術
振興会

水疱性角膜症に対する新しい
角膜内皮移植術（DMEK）の確

立と、術後視機能の解析
小林　顕 医学系

日本学術
振興会

MMP-3の歯髄炎での消炎効果と
組織再生のメカニズムの解明

中村　博幸 医学系
日本学術
振興会

血中循環がん細胞解析を利用
した小細胞肺癌の新規治療標
的・バイオマーカーの同定

木村　英晴 医学系
日本学術
振興会

肺癌におけるcMetによる
topoisomeraseIの活性制御の

解析
笠原　寿郎 医学系

日本学術
振興会

脂肪組織由来間質細胞群の細
胞分画特性解析と肝修復再生

療法の開発
酒井　佳夫 医学系

日本学術
振興会

内皮前駆細胞を流血中で捕
捉・内皮化する新規ステント

の開発と臨床応用
山岸　正和 医学系

日本学術
振興会

糖尿病病態形成ヘパトカイ
ン・セレノプロテインPおよび
その受容体の結晶構造解析

菊地　晶裕 医学系
日本学術
振興会

細胞内蛋白分解系のエネル
ギー代謝恒常性維持における

統合的役割の解明
篁　俊成 医学系

日本学術
振興会

肝臓から分泌されるサイトカ
インの骨粗鬆症への影響

石井　清朗 医学系
日本学術
振興会

全身型若年性特発性関節炎の
発症に関する分子免疫学的解

析とその臨床応用
清水　正樹 医学系

日本学術
振興会

全身性強皮症ならびに強皮症
モデルマウスにおけるSyk阻害

剤の有効性の検討
竹原　和彦 医学系

日本学術
振興会

新規MDCT撮像法、MRIによる、
膵手術後膵液瘻発生高リスク

群予測に関する研究
北川　裕久 医学系

日本学術
振興会
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放射線照射が硬膜に及ぼす影
響 ―照射後髄液漏の原因究明

―
村上　英樹 医学系

日本学術
振興会

間葉系幹細胞を用いたショッ
クへの新しい治療戦略

谷口　巧 医学系
日本学術
振興会

ヒト乳頭腫ウイルスシグナル
伝達に着目した喉頭乳頭腫に

対する新規治療の開発
室野　重之 医学系

日本学術
振興会

近視緑内障の病態解明と診断
力アップのためのOCTプログラ

ムの開発
杉山　和久 医学系

日本学術
振興会

メトホルミンによるインスリ
ン抵抗性誘導ヘパトカイン
LECT2の発現抑制機構の解明

高山　浩昭 医学系
日本学術
振興会

胃癌微小環境における脂肪由
来幹細胞の機能解析と間質線

維化制御への応用
木下　淳 医学系

日本学術
振興会

Notch, Aktシグナル阻害によ
るグリオーマ幹細胞の完全制

御
田中　慎吾 医学系

日本学術
振興会

HPV陽性中咽頭癌におけるウイ
ルス発癌機構へのAIDの関与

中西　庸介 医学系
日本学術
振興会

新規微小管作用薬による胃癌
腹膜播種線維化抑制について

の実験的検討
柄田　智也 医学系

日本学術
振興会

牽引を加えた手関節の可動域
訓練の臨床応用

多田　薫 医学系
日本学術
振興会

易発癌性を引き起こす糖尿病
患者免疫状態の解明

小村　卓也 医学系
日本学術
振興会

ゼブラフィッシュを用いた肥
大型心筋症の発症、進展機序

の解明
宝達　明彦 医学系

日本学術
振興会

胃癌組織分化に関わる遺伝子
の網羅的探索

中村　律子 医学系
日本学術
振興会

非アルコール性脂肪肝炎
(NASH)を背景とした肝硬変に
おける形態変化機構の解明

尾崎　公美 医学系
日本学術
振興会

慢性腎臓病と臓器連関の病態
におけるergothioneine/OCTN1

の関与
篠崎　康之 医学系

日本学術
振興会

胸腺由来制御性T細胞のin
vivoでの誘導による免疫制御

の基礎的検討
濱野　良子 医学系

日本学術
振興会

食道癌における放射線誘導性
EMTと癌幹細胞分化制御に関す

る基礎的研究
岡本　浩一 医学系

日本学術
振興会

GSK3βを分子標的とする神経
膠芽腫治療の基礎基盤の構築

宮下　勝吉 医学系
日本学術
振興会

糖化ストレスが骨折治癒遷延
に及ぼす影響の検証と糖尿病
における新しい骨折治療の開

発

松原　秀憲 医学系
日本学術
振興会

脂肪由来幹細胞を用いた半月
板再生

五嶋　謙一 医学系
日本学術
振興会
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男性における尿路性器・咽
頭・肛門のHPV感染率について

の疫学調査
重原　一慶 医学系

日本学術
振興会

統合失調症のネットワーク障
害とパルブアルブミン陽性

ニューロンのＫＣＮＳ３発現
低下

橋本　隆紀 医学系
日本学術
振興会

炎症性腸疾患の病態を修飾す
る腸内ウイルス叢を解明する

メタゲノム解析
飯田　宗穂 医学系

日本学術
振興会

孤発性脳アミロイドアンギオ
パチーの伝播に関する研究

山田　正仁 医学系
日本学術
振興会

骨髄不全におけるCXCR4陽性造
血幹細胞を標的とした新規治

療法の開発
中尾　眞二 医学系

日本学術
振興会

RAGEが水頭症発生に及ぼす影
響に関する研究

喜多　大輔 医学系
日本学術
振興会

オートファジー細胞死誘導に
よる頭頸部癌新規治療法の開

発
辻　亮 医学系

日本学術
振興会

統合失調症の大脳皮質抑制性
介在ニューロン変化における

GABA受容体遺伝子の役割
橋本　隆紀 医学系

日本学術
振興会

標的タンパク発現プロファイ
ルに基づく新規膠芽腫分類の

試み
中田　光俊 医学系

日本学術
振興会

新規ドラッグデリバリー理論
と新世代シスプラチンによる

頭頸部癌治療法の開発
吉崎　智一 医学系

日本学術
振興会

口腔扁平上皮癌の浸潤・転移
における癌間質の役割

川尻　秀一 医学系
日本学術
振興会

経血管インターベーションに
よる血管透過性の制御を介す

る抗腫瘍療法の開発
吉田　耕太郎 医学系

日本学術
振興会

ミクロ粒子の経動脈的注入に
おける粒子と溶出薬剤の動態
とその制御に関する実験的研

究

香田　渉 医学系
日本学術
振興会

脊椎腫瘍に対する免疫療法を
併用した根治的手術（次世代
TES）の骨癒合に関する研究

吉岡　克人 医薬保健学総合研究科
日本学術
振興会

疾患特異的iPS細胞を用いた遺
伝性肝疾患の病態解析と治療

への応用に関する研究
小林　武嗣 医薬保健学総合研究科

日本学術
振興会

肝細胞癌の分子病理学的バイ
オマーカーと画像所見の関連

に関する研究
松井　修 医薬保健学総合研究科

日本学術
振興会

EGFR遺伝子変異陰性肺癌にお
けるエルロチニブの効果予測

因子の検討
曽根　崇 医薬保健学総合研究科

日本学術
振興会

多発性嚢胞腎における血管病
変の発症および進展に関与す

る因子の解明
山田　和徳 医薬保健学総合研究科

日本学術
振興会

ANGPTL8機能異常による冠動脈
疾患進展の機序解明と制御

野原　淳 医薬保健学総合研究科
日本学術
振興会

心不全及び背景疾患が脂肪由
来間葉系幹細胞の再生誘導効
率に与える影響についての検

討

高島　伸一郎 医薬保健学総合研究科
日本学術
振興会
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カロテノイドの炎症制御機構
に着目した高機能型食品創出

のための研究開発
太田　嗣人

脳・肝インターフェー
スメディシン研究セン

ター

日本学術
振興会

機能性脂質の代謝制御に着目
した非アルコール性脂肪肝炎

の発がん機構の解明
太田　嗣人

脳・肝インターフェー
スメディシン研究セン

ター

日本学術
振興会

血液凝固異常症等に関する研
究

森下　英理子 保健学系
厚生労働

省

抗リン脂質抗体関連血小板減
少症の病態解明と治療指針の

構築に関する研究
森下　英理子 保健学系

厚生労働
省

プリオン病及び遅発性ウイル
ス感染症に関する調査研究

山田　正仁 医学系
厚生労働

省

プリオン病のサーベイランス
と感染予防に関する調査研究

山田　正仁 医学系
厚生労働

省

難治性血管炎に関する調査研
究

和田　隆志 医学系
厚生労働

省

慢性活動性EBウイルス感染症
とその類縁疾患の診療ガイド
ライン作成と患者レジストリ

の構築

谷内江　昭宏 医学系
厚生労働

省

特発性心筋症に関する調査研
究

山岸　正和 医学系
厚生労働

省

原発性高脂血症に関する調査
研究

野原　淳 医学系
厚生労働

省

脊柱靭帯骨化症に関する調査
研究

土屋　弘行 医学系
厚生労働

省

アミロイドーシスに関する調
査研究

山田　正仁 医学系
厚生労働

省

小児期発症の希少難治性肝胆
膵疾患における包括的な診

断・治療ガイドライン作成に
関する研究

原田　憲一 医学系
厚生労働

省

原発性免疫不全症候群の診断
基準・重症度分類および診療
ガイドラインの確立に関する

研究

谷内江昭宏 医学系
厚生労働

省

全国がん登録と連携した臓器
がん登録による大規模コホー
ト研究の推進及び高質診療

データベースの為のNCD長期予
後入力システムの構築に関す

る研究

太田　哲生 医学系
厚生労働

省

自己炎症疾患とその類縁疾患
に対する診断基準、重症度分
類、診療ガイドライン確立に

関する研究

谷内江昭宏 医学系
厚生労働

省

強皮症・皮膚線維化疾患の診
断基準・重症度分類・診療ガ

イドライン作成事業
竹原　和彦 医学系

厚生労働
省

特発性造血障害に関する調査
研究

中尾　眞二 医学系
厚生労働

省

難治性の肝・胆道疾患に関す
る研究調査

原田　憲一 医学系
厚生労働

省

急性感染も含めた肝炎ウイル
ス感染状況・長期経過と治療

導入対策に関する研究
島上　哲朗 附属病院

厚生労働
省
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　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師
等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される
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　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入す
ること。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元
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附属病院
厚生労働

省

効率的な肝炎ウイルス検査陽
性者フォローアップシステム

の構築のための研究
島上　哲朗 附属病院

厚生労働
省

IgG4関連疾患の診断基準並び
に治療指針の確立を目指した

研究
川野　充弘 附属病院

厚生労働
省

特発性大腿骨頭壊死症の疫学
調査・診断基準・重症度分類
の改訂と診療ガイドライン策
定を目指した大規模他施設研

究

加畑　多文 附属病院
厚生労働

省

遺伝子診断に基づく不整脈疾
患群の病態解明および診断基
準・重症度分類・ガイドライ

ン作成に関する研究

林　研至 附属病院
厚生労働

省

副腎ホルモン産生異常に関す
る調査研究

武田　仁勇



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

1

2

3

4

5 5件

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

Mizukoshi E,
Nakagawa H,
Kitahara M,
Yamashita T, Arai
K, Sunagozaka H,
Fushimi K,
Kobayashi E, Kishi
H, Muraguchi A,
Kaneko S.

Department of Gastroenterology,
Graduate School of Medicine,
Kanazawa University, Kanazawa,
Japan.

Immunological features of T cells
induced by human telomerase
reverse transcriptase-derived
peptides in patients with
hepatocellular carcinoma.

Cancer Lett：
364(2)98-105，
2015

Mizukoshi E,
Nakagawa H,
Kitahara M,
Yamashita T, Arai
K, Sunagozaka H,
Iida N, Fushimi K,
Kaneko S.

Department of Gastroenterology,
Graduate School of Medicine,
Kanazawa University, Kanazawa,
Ishikawa 920-8641, Japan.

Phase I trial of multidrug
resistance-associated protein 3-
derived peptide in patients with
hepatocellular carcinoma.

Cancer Lett：
369(1)242-249，
2015

Terashima T,
Yamashita T,
Takata N, Nakagawa
H, Toyama T, Arai
K, Kitamura K,
Yamashita T, Sakai
Y, Mizukoshi E,
Honda M, Kaneko S

Departments of Gastroenterology,
Kanazawa University Hospital,
Kanazawa, Japan.

Post-progression survival and
progression-free survival in
patients with advanced
hepatocellular carcinoma treated
by sorafenib

Hepatol Res：
46(7)650-656，
2016

Honda M, Shirasaki
T, Terashima T,
Kawaguchi K,
Nakamura M, Oishi
N, Wang X,
Shimakami T, Okada
H, Arai K,
Yamashita T, Sakai
Y, Yamashita T,
Mizukoshi E,
Kaneko S.

Department of Gastroenterology,
Kanazawa University Graduate School
of Health Medicine, Japan Department
of Advanced Medical Technology,
Kanazawa University Graduate School
of Health Medicine, Japan.

Hepatitis B Virus (HBV) Core-
Related Antigen During
Nucleos(t)ide Analog Therapy Is
Related to Intra-hepatic HBV
Replication and Development of
Hepatocellular Carcinoma.

J Infect Dis：
213(7)1096-1106，
2016

Terashima T,
Yamashita T, Horii
R, Arai K,
Kawaguchi K,
Kitamura K,
Yamashita T, Sakai
Y, Mizukoshi E,
Honda M, Kaneko S

Department of Gastroenterology,
Kanazawa University Hospital, 13-1
Takara-machi, Kanazawa, Ishikawa,
920-8641, Japan.

Potential efficacy of therapies
targeting intrahepatic lesions
after sorafenib treatment of
patients with hepatocellular
carcinoma

BMC Cancer.：
16(1)338，2016
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6

7

8

9

10

11 6件

Okada H, Honda M,
Campbell JS,
Takegoshi K, Sakai
Y, Yamashita T,
Shirasaki T,
Takabatake R,
Nakamura M, Tanaka
T, Kaneko S.

Department of Gastroenterology,
Kanazawa University Graduate School
of Medicine, Kanazawa, Japan

Inhibition of microRNA-214
ameliorates hepatic fibrosis and
tumor incidence in platelet-
derived growth factor C
transgenic mice.

Cancer Sci：
106(9)1143-52，
2015

Terashima T,
Yamashita T, Arai
K, Kawaguchi K,
Kitamura K,
Yamashita T, Sakai
Y, Mizukoshi E,
Honda M, Kaneko S.

Department of Gastroenterology,
Kanazawa University Hospital,
Kanazawa, Japan.

Response to chemotherapy improved
hepatic reserve for patients with
hepatocellular carcinoma and
Child-Pugh B cirrhosis.

Cancer Sci. 2016
Jun 18. doi:
10.1111/cas.12992
. [Epub ahead of
print]

Kawaguchi K, Honda
M, Yamashita T,
Okada H, Shirasaki
T, Nishikawa M,
Nio K, Arai K,
Sakai Y, Yamashita
T, Mizukoshi E,
Kaneko S.

Department of Gastroenterology,
Kanazawa University Graduate School
of Medical Science, Kanazawa, Japan.

Jagged1 DNA Copy Number Variation
Is Associated with Poor Outcome
in Liver Cancer.

Am J Pathol. 2016
Jun 14. pii:
S0002-
9440(16)30126-2.
doi:
10.1016/j.ajpath.
2016.04.011.
[Epub ahead of
print]

Hamaoka T, Murai
H, Kaneko S, Usui
S, Okabe Y,
Tokuhisa H, Kato
T, Furusho H,
Sugiyama Y,
Nakatsumi Y,
Takata S, Takamura
M.

Department of Disease Control and
Homeostasis, Graduate School of
Medical Science, Kanazawa University
Kanazawa, Japan.

Single-Unit Muscle Sympathetic
Nerve Activity Reflects Sleep
Apnea Severity, Especially in
Severe Obstructive Sleep Apnea
Patients.

Front Physiol.
7:66. Mar 2  2016

Kusayama T,
Furusho H,
Kashiwagi H, Kato
T, Murai H, Usui
S, Kaneko S, 
Takamura M.

Department of Disease Control and
Homeostasis, Kanazawa University
Graduate School of Medical Science,
Kanazawa, Ishikawa, Japan.

Inflammation of left atrial
epicardial adipose tissue is
associated with paroxysmal atrial
fibrillation.

J Cardiol.
pii:S0914-
5087(15) 00371-8.
Dec 10. 2015

Okajima M, 
Takamura M,
Taniguchi T

Intensive Care Unit, Kanazawa
University Hospital, Kanazawa 920-
8641, Japan.

Landiolol, an ultra-short-acting
β1-blocker, is useful for
managing supraventricular
tachyarrhythmias in sepsis.

World J Crit Care
Med  4(3):251-7.
Aug 4 2015
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14

15

16

17 6件

Murai H, Okuyama
Y, Sakata Y,
Kaneko S, Hamaoka
T, Okabe Y, Usui
S, Furusho H, 
Takamura M.

Department of Disease Control and
Homeostasis, Graduate School of
Medical Science, Kanazawa
University, Kanazawa, Japan.

Different responses of arterial
blood pressure to electrical
stimulation of the renal artery
in patients with resistant
hypertension.

Int J Cardiol.
190:296-8. 2015

Takeshita Y,
Takamura T, Kita
Y, Takazakura A,
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　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十
件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）
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(注) 1
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　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲
載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定
機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座
等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合
に限る）。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に
資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

審査対象に関する事項、委員会の組織に関する事項、委員会の会議に関する事項、申請手

続き及び結果の報告に関する事項、疑義申立てに関する事項、迅速審査に関する事項、実

施状況の調査等に関する事項、資料の入手に関する事項、委員会の運営に関する事項、記

録の保存に関する事項 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１１回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

委員会の目的及び職務に関する事項、委員会の組織および組織運営に関する事項 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年６回 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年７回 

 ・研修の主な内容 

   臨床研究の研究責任者、研究分担者その他の研究の実施に携わる者又は今後研究の実施に携

わる予定の者を対象に、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に関する事項、研究デ

ザインに関する事項、臨床研究の品質保証に関する事項、その他医学系研究の実施に当たり

必要となる知識・技術等に関連する事項について講習会を実施 

 



 (様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

1 研修の内容 

各診療科（部）に所属し，大学病院（医員など）及び関連病院を循環しながら修練を行い，それ

ぞれの学会等の専門医，あるいは認定医の資格の取得を目指すコースです。内科プログラム（所

属する臓器別内科（診療科）の他の内科系診療科でも修練を行う等複数の診療科が協力連携して

実施するプログラム）や総合診療を専門とする医師となるプログラムも可能となっています。 

診療技術の習得だけでなく，臨床研究も行うことが可能です。 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数         184人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

（標榜診療科） 

金子 周一 消化器内科 科長           34年 消化器内科 

篁   俊成 内分泌・代謝内科 科長           28年 内分泌・代謝内科 

川野 充弘 リウマチ・膠原病内科 科長           29年 リウマチ科 

山岸 正和 循環器内科 科長           38年 循環器内科 

和田 隆志 腎臓内科 科長           28年 腎臓内科 

笠原 寿郎 呼吸器内科 科長           30年 呼吸器内科 

中尾 眞二 血液内科 科長           36年 血液内科 

山田 正仁 神経内科 科長           36年 神経内科 

三邉 義雄 神経科精神科 科長           38年 精神科 

谷内江 昭宏 小児科 科長           37年 小児科 

香田 渉 放射線科 科長           21年 放射線診断科 

熊野 智康 放射線治療科 科長 18年 放射線治療科 

竹原 和彦 皮膚科 科長           37年 皮膚科 

小川 恵子 漢方医学科 科長 19年 漢方内科 

森山 秀樹 内分泌・総合外科 科長           14年 内分泌外科 

竹村 博文 心臓血管外科 科長           31年 心臓血管外科 

松本 勲 呼吸器外科 科長           25年 呼吸器外科 

太田 哲生 肝胆膵・移植外科 科長           37年 肝臓・胆のう・膵臓・移植外科 

井口 雅史 乳腺科 科長           21年 乳腺外科 

伏田 幸夫 胃腸外科 科長           30年 胃腸外科 

土屋 弘行 整形外科 科長           33年 整形外科 

溝上 敦 泌尿器科 科長           29年 泌尿器科 

杉山 和久 眼科 科長           32年 眼科 

吉崎 智一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長           30年 耳鼻いんこう科 

藤原 浩 産科婦人科 科長 33年 産婦人科 

谷口 巧 麻酔科蘇生科 科長 25年 麻酔科 

中田 光俊 脳神経外科 科長 22年 脳神経外科 

絹谷 清剛 核医学診療科 科長 30年 放射線診断科 

野村 英樹 総合診療科 科長      28年 内科 

八幡 徹太郎 リハビリテーション科 科長 24年  

後藤 由和 救急科 科長 32年 救急科 

谷口 巧 集中治療部 部長 25年  

矢野 聖二 がんセンター センター長 26年 腫瘍内科、腫瘍外科 

川尻 秀一 歯科口腔外科 科長 28年 歯科口腔外科 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 
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高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

・新規採用職員オリエンテーション（詳細別紙） 

 新規採用職員に対し、本院職員として職務遂行に必要な知識及び心構え等の基本的な事項

を習得させ、資質向上と業務効率の増進を図ることを目的とする。 

 ・研修の期間・実施回数 

  ・平成27年4月1日（水）～平成27年4月3日（金） 

 ・研修の参加人数 

  ・１２３名（うち、医師・歯科医師以外の者は９０名） 

②  業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

  １．コンプライアンスに係る個別事項（個人情報、情報セキュリティ、研究費等の適正な執

行）に関する研修会 

  ２．労務管理講習会 

  ３．ハラスメント防止研修 

  ４．安全衛生講習会（メンタルトレーニング） 

  

・研修の期間・実施回数 

  １．平成27年10月14日（水） 

  ２．平成27年12月10日（木） 

  ３．平成28年2月15日（月） 

  ４．平成28年2月29日（月） 



・研修の参加人数 

  １．２６１名 

  ２．１０３名 

  ３．４０名 

  ４．６０名 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ○2 ．現状  
管理責任者氏名 病院長 蒲田 敏文 

  管理担当者氏名 ・消化器内科長 金子 周一        ・内分泌・代謝内科長 篁 俊成 

・リウマチ・膠原病内科長 川野 充弘   ・呼吸器内科長 笠原 寿郎 

・循環器内科長 山岸 正和       ・腎臓内科長 和田 隆志 

・血液内科長 中尾 眞二     ・総合診療科長  野村 英樹 

・神経内科長 山田 正仁        ・神経科精神科長 三邉 義雄 

・小児科長 谷内江 昭宏     ・子どものこころの診療科長 菊知 充 

・放射線科長 香田 渉          ・放射線治療科長 熊野 智康 

・皮膚科長 竹原 和彦     ・漢方医学科長 小川 恵子 

・心臓血管外科長 竹村 博文    ・呼吸器外科長 松本 勲 

・胃腸外科長 伏田 幸夫     ・肝胆膵・移植外科長 太田 哲生 

・内分泌・総合外科長 森山 秀樹    ・乳腺科長 井口 雅史 

・整形外科長 土屋 弘行     ・脊椎・脊髄外科長 村上 英樹 

・泌尿器科長 溝上 敦             ・眼科長 杉山 和久 

・耳鼻咽喉科・頭頸部外科長 吉崎 智一 ・産科婦人科長 藤原 浩 

・麻酔科蘇生科長 谷口 巧       ・脳神経外科長 中田 光俊 

・核医学診療科長 絹谷 清剛      ・歯科口腔外科長 川尻 秀一 

・リハビリテーション科長 八幡 徹太郎 ・救急科長 後藤 由和 

・病理診断科長 原田 憲一       ・薬剤部長 崔 吉道 

・総務課長 大久保 進         ・経営管理課長 竹中 隆宏 

・医事課長 北村 浩一 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医事課 外来病歴ファイルは、１
患者１ファイル、入院病
歴ファイルは、１入院期
間１ファイル。 
診療録の院外持ち出し
は禁止されている。 

各科診療日誌 医事課 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事課 
看護記録 看護部、医事課 
検査所見記録 医事課 
エックス線写真 医事課 
紹介状 医事課 

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ

る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課  

高度の医療の提供の実績 経営管理課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

経営管理課 
医薬保健系事務部 

高度の医療の研修の実績 総務課 

閲覧実績 総務課 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課、薬剤部 



 
 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医事課 
 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医事課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部、医事課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医事課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経営管理課、ME機器管理
センター、放射線部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経営管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経営管理課 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課（予定） 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課（予定） 

監査委員会の設置状況 医事課（予定） 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課（予定） 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医事課 

職員研修の実施状況 医事課（予定） 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医事課（予定） 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  ○1 ．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長  蒲田 敏文 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務課長 大久保 進 

 閲覧の求めに応じる場所              会議室 

 閲覧の手続の概要 

諸記録の開示（閲覧を含む）を請求する者（以下「開示請求者」）は、国立大学法人金沢大学

に対し、法人文書開示請求書を提出する。 

 国立大学法人金沢大学は、開示請求があった日から特別な場合を除き30日以内に開示決定等を

行い、開示請求者に通知する。 

 開示請求者は、法人文書開示決定通知書を本院へ持参し、閲覧を実施する。 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        0件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0件 

  歯  科  医  師    延        0件 
      国    延        0件 
  地 方 公 共 団 体    延        0件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 
（１）職員ひとりひとりが安全に関する認識を高め，医療事故防止に積極的に

取り組むと同時に，病院全体としても組織的に医療に係る安全管理事故防
止に取り組み，医療事故等の未然の防止を目指す。 

（２）医療安全管理委員会，医療安全管理部，医療安全管理者，リスクマネジ
ャー等による医療安全管理体制を整備し，病院全体として医療事故防止及
び医療全体の向上に努める。 

（３）医療安全管理のための研修を企画し，病院職員全体が２回以上受講でき
るようにする。 

（４）「医療事故防止マニュアル」の作成，医療事故等の報告事例の検討など
，医療安全の確保を目的とした改善方策を実施する。 

（５）医療事故が発生した場合にはおいては，「医療安全管理マニュアル」に
沿って対応し，医療上の最善の処置を講ずる。また，患者家族に対して事
実を速やかにわかりやすく説明する。 

（６）患者との信頼関係を築くため，また開かれた医療を推進するため，情報
の開示及び提供に積極的に対応していく。 

（７）患者相談室を設置し、患者及び家族からの医療安全に関する要望、苦情
及び不満を真摯に受け止め、その解決に尽力する。 

 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 １２回 
・ 活動の主な内容： 
 

（１）医療に係る安全管理対策に関すること。 
（２）医療事故防止対策に関すること。 
（３）発生した医療事故等の原因の調査及び分析に関すること。 
（４）分析結果を活用した改善策の立案及び実施並びに職員への周知に関する

こと。 
（５）改善策の実施状況の調査及び当該方策の見直しに関すること。 
（６）患者が死亡若しくは死産した場合及び濃厚な処置や治療を要した事象が

発生した場合の報告の実施状況の確認に関すること。 
（７）安全管理のための教育及び研修に関すること。 
（８）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること。 
（９）改善策の実施状況の調査等の目的のため，定期的に関係部署の巡回を行

う。 
 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年１０回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
【平成27年度】 
「適切なカルテ記載について」4/13  「医療安全管理マニュアル第４版の刊行について」4/30 

「インフォームドコンセント」6/15  「医薬品安全管理Ⅰ」7/1 

「医薬品安全管理2014」8/5      「医療事故調査制度」10/26 

「医薬品安全管理Ⅱ」11/24        「臨床倫理」12/15 

「疼痛緩和ケア最前線」2/1         「医療機器安全管理」2/23 

 
【その他】新規採用者研修（随時開催） 

 



 
 
 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
○事故報告等の分析結果を現場へフィードバック    ○医療従事者の医療事故防止に関する教育 

○事故防止のための基礎知識の提供                ○事故報告書等から必要なマニュアルを作成 

○インシデントサマリに再発防止策を提案          ○事故防止マニュアルの見直し 

○GRM等による医療現場のラウンド                 ○院内の医療安全ニュースや啓発ポスターの配布 

○院外の事故情報の提供による注意喚起 

 
 
 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
①  院内感染対策のための指針の策定状況 

②  
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 
１．院内感染対策に関する基本的な考え方 
２．院内感染対策のための委員会に関する基本的事項 
３．従事者に対する院内感染対策のための研修に関する基本方針 
４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
５．院内感染症発生時の対応に関する基本方針 
６．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
７．抗菌薬の適正使用に関する基本方針 
８．院内感染対策の推進のために必要なその他の基本方針 
 
 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 
以下の事項を審議する。 
（１）院内感染予防の方策及び監視に関すること。 
（２）院内感染対策のガイドラインの策定及びその実施に関すること。 
（３）院内感染についての教育活動に関すること。 
（４）院内感染の調査に関すること。 
（５）感染制御部の運営に必要な事項に関すること。 
（６）その他院内感染に関して委員会が必要と認める事項。 
 
 
 
 
③  従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 ５回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
【平成27年度】 
「院内感染対策マニュアル第6版」「抗菌薬適正使用マニュアル第4版」から伝えたい感染対策の基本」4/30 

「多種職による医療関連感染対策の成果」7/31 

「当院における感染対策の現状-国公立大学病院データ比較-」1/12 

「栄養ゼミナール」12/7 

「褥瘡対策チーム講演会」2/10 

 
【その他】新規採用者研修（随時開催） 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・院内感染サーベイランスの実施と分析・評価 
・ICTラウンドによる感染対策実施行動の確認と指導 
・職業感染防止対策のための計画・実施・改善 
・感染管理システムを活用した情報共有 
・感染制御担当者（ICM)による現場における院内感染対策活動の実施及び所属職員への周知徹底 
・院内感染対策マニュアルの改訂 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 ２ 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

平成27年度実施 
１．医療安全研修（医薬品安全管理・第1回：平成27年7月1日開催） 

①院内製剤 ②カリウム製剤の安全な投与 
２．医療安全研修（医薬品安全管理・第2回：平成27年11月24日開催） 

①本院における医薬品に関するインシデントについて  
②医薬品関連事故防止と薬事とに関する最近の話題 

平成28年度実施 
１．医療安全研修（医薬品安全管理・上半期：平成28年7月28日開催） 

①医薬品の副作用に関連する制度について ②医薬品の損耗について 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 

１）医薬品の採用    ２）医薬品情報の収集・管理・提供     ３）医薬品の購入管理 
４）外来および入院患者への医薬品の処方・交付 
５）病棟・中央診療施設・外来部門における医薬品の管理 
６）外来および入院患者への情報提供および薬学的指導      ７）院内製剤の取り扱い 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

未承認等の医薬品の使用の情報については調剤担当薬剤師や病棟担当薬剤師が処方鑑査で
把握する。把握した内容を副薬剤部長が集約し、医薬品安全管理責任者（薬剤部長）に適宜
報告するとともに、根拠資料（ガイドライン、文献等）を集積・保管する。 
未承認等の医薬品および採用されている医薬品全般の情報については、医薬品情報管理担

当薬剤師が添付文書の他、医薬品製造販売業者、行政機関、学術誌等から収集・管理し、必
要なものについては当該医薬品を取り扱う医療スタッフに周知する。 
医薬品安全管理責任者は、院内各部署に置く医薬品安全管理主任者（リスクマネジャーが

兼務）の立ち会いの下に定期的に院内ラウンドを実施し、医薬品安全使用のための業務の実
施状況を確認する。改善が必要と認められる事案についてはこれを指示し、結果を医療安全
管理委員会に報告する。また未承認等医薬品の情報等をふまえ、必要に応じて診療科等に注
意喚起情報を周知する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年６８回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 平成27年度の主な内容として、人工心肺装置及び補助循環装置について7回、人工呼吸器について 
30回、血液浄化装置について2回、除細動装置について2回、閉鎖式保育器について4回、診療用高エ
ネルギー放射線発生装置について3回、診療用放射線照射装置について2回、その他18回の研修を行っ
た。医療機器の安全使用のための研修については、ME機器管理センターと放射線部が実施計画を策定
して行っている。 
 新規購入した医療機器は、その都度、ME機器管理センターの技士が医療機器の安全使用のための研
修を使用者を対象に行っている。放射線機器は放射線部が行っている。また、インシデントが発生し
た場合は、インシデント例をもとに院内で勉強会・研修を行い、周知している。方法はME機器管理セ
ンターの技士が院内を巡回し、使用現場で各医療機器ごとに行っている。 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
 各機器の保守点検については、医療機器安全管理委員会で点検計画を策定して定期点検を実施して
いる。使用者が使用前点検を行い、使用後に臨床工学技士や放射線技師が終業点検及び機能点検を実
施している。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 病院として医療機器安全管理委員会を設置し、医療機器の安全使用のために必要となる情報を収集
し、共有のため月一回定例会を開催している。医療機器安全管理委員会は院内全体の組織として医療
機器の把握および安全対策を行っている。 
 特定の医療機器に関しては、使用頻度の少ない部署に向けて、随時個別に研修会の開催を行ってい
る。また、個別研修開催の後、理解度を図るため小テストを行い、理解度が低い部分に関してはその
後の研修に反映させ、更なる理解を得られるようにしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
副病院長（医療安全担当）が医療安全管理責任者として，医療安全管理部、医療安全管理委員会、医
薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（１ 名）・無 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

DI 担当者が PMDA メディナビやメーカーからの情報、文献、新聞等から収集、整理し、緊急度や周知

すべき対象等に応じて、院内メールや印刷物の配布を行っている。また病棟担当者等による病棟勉強

会や、院内の医薬品安全管理研修会での周知も定期的に行っている。 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

病棟担当者や調剤担当者が処方監査で未承認等の医薬品の処方を把握している。対応内容は、副薬剤

部長に集約し、薬剤部長（医薬品暗線管理責任者）に適宜報告するとともに、エクセルファイルと根

拠資料（ガイドラインや文献）をファイリングして、事例を集積している。今後は、電子カルテに JAPIC

データベースを搭載し、病名でチェックするシステムを準備中である。 

・担当者の指名の有無（有・無） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

目的，対象，方法・手順，説明の内容・範囲，文書の様式，説明，同意，撤回・変更，記録・保管 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

 

・活動の主な内容： 

病歴資料の管理 

診療録の記載内容の確認 

医療情報データの収集、管理、分析及び提供 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

 
【様式８提出済み】 
・所属職員：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（12）名 

 うち医師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（5）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（3）名 

 うち放射線技師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

うち臨床工学士：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

うち事務職：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

専従医師について，平成 29 年 3月 31 日までに 2名（特任准教授及び特任助教で，エフォート 50％ずつ）を配置する予定である。 

・活動の主な内容： 
 (1) 医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策の企画・立案に関すること。 

 (2) 医療安全管理マニュアルの作成等に関すること。 

 (3) 安全管理のための教育及び研修の企画・運営に関すること。 

 (4) アクシデント及びインシデント報告及び患者の死亡若しくは死産報告の調査・分析に関すること。 

 (5) リスクマネジャーとの連絡調整に関すること。 

 (6) 医療事故等に係る診療録及び看護記録等の記載状況の確認・指導に関すること。 

 (7) 患者及び家族等への説明等，医療事故発生時の対応状況の確認・指導に関すること。 

 (8) 医療事故等に係る原因究明の確認及び指導に関すること。 

 (9) 金沢大学附属病院医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成，保存その他当該委員会の事務に関

すること。 
 (10) その他医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策に関すること。 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

 
【様式８提出済み】 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

 
【様式８提出済み】 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 



 
 
 

 

⑨ 監査委員会の設置状況 有・無 

 
【様式８提出済み】 

・監査委員会の開催状況：年  回 

・活動の主な内容： 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 

 

 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

 
【様式８提出済み】 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年  件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年  件 

・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

(1) 医療に係る安全管理対策に関すること。 

(2) 医療事故防止対策に関すること。 

(3) 発生した医療事故等の原因の調査及び分析及び改善策等に関すること。 

(4) 分析結果を活用した改善策の立案及び実施並びに職員への周知に関すること。 

(5) 改善策の実施状況の調査及び当該方策の見直しに関すること。 

(6) 患者が死亡若しくは死産した場合及び濃厚な処置や治療を要した事象が発生した場合の報告の実施状況の確認に関すること。 

(7) 安全管理のための教育及び研修に関すること。 

(8) その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること。 

(9)  改善策の実施状況の調査等の目的のため，定期的に関係部署の巡回を行う。 

⑪ 他の特定機能病院の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

 
【様式８提出済み】 

・他の特定機能病院への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

相談内容：○医療安全、診療などに関すること ○窓口業務（受付等）における接遇、対応に関すること ○医師、看護師、薬剤師等

の医療技術職員、事務職員等の 接遇、対応に関すること ○施設、環境、清掃等に関すること○その他、当院に関すること 

相談責任者：副病院長（医療安全担当） 

医療安全管理者 ゼネラルリスクマネジャー 

相談担当者：医療安全管理部 部長、副部長、ゼネラルリスクマネジャー（医療安全管理者）、部員（医師、看護師、薬剤師、技師、

事務職員） 各診療科の医師 

相談連絡先金沢大学附属病院 医事課医療安全係 

相談時間午前８時３０分～午後５時 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

【様式８提出済み】 



 
 
 

 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

【様式８提出済み】 
 
 
 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

  機関名：公益財団法人日本医療機能評価機構 

  時期：平成２７年５月 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  本院Webサイトにて情報発信を行っている。 

 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

  糖尿病及び糖尿病性腎症の重症化予防に取り組む糖尿病透析予防チーム、高度な栄養管理を

チームとして実施する栄養サポートチーム、悪性腫瘍等の患者のうち、身体的症状又は精神症

状を持つ者に対して症状緩和に係る専従のチームとして緩和ケアチーム、褥瘡の予防及び褥瘡

発生時における適正な処理を図るため褥瘡対策チームを置いている。 

 



平成２７年度新規採用職員オリエンテーション実施要項 

 

１ 目 的  新規採用職員に対し，本院職員として職務遂行に必要な知識 

及び心構え等の基本的な事項を習得させ，資質の向上と業務 

能率の増進を図ることを目的とする。 

 

２ 期 間   平成２７年４月１日（水）～平成２７年４月３日（金） 

 

３ 場 所   外来診療棟４階 宝ホール 

 

４ 対象者   １２３名（平成２７年４月１日現在） 

内訳：看護部 ６４名 

研修医 ３３名（１年：１９名、２年：１０名、歯科：４名） 

その他 ２６名 

        

５ 内 容  ・１日目 

（１）病院長訓示（「基本理念」，「基本方針」を含む。） 

（２）病院情報システムの利用について、経営戦略について 

（３）病院の概要について 

（４）経費の適正な管理について 

（４）医療用放射線の安全性について 

（３）事務手続きについて 

（４）医療用放射線の安全性について 

（５）接遇について 

      ・２日目 

（６）感染対策について 

（７）診療報酬制度について 

       （８）先輩からのメッセージ 

（９）防火管理（防火訓練）について 

・３日目 

（10）リスクマネジメントについて 

（「患者さんの権利」，「患者さんに守っていただくこと」を含む。） 

（11）臨床倫理について（「個人情報の保護」を含む。） 

（13）ハラスメントの防止について 

（12）飲酒運転の根絶について   ※ 詳細は別添「日程表」のとおり   



 

 

(様式第 8) 

                                                           金大病総第 ４５ 号 

平成２８年９月７日  

 

  厚生労働大臣  殿 

 

 

国立大学法人金沢大学長 

山 崎  光 悦 

 

 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 

1. 医療安全管理責任者を配置するための予定措置 

本院では，副病院長（医療安全担当）が医療安全管理責任者となっており，平成 28年 9月

30 日までに関係規程を改正し，明記する。 

 

2. 医薬品安全管理責任者の活動を充実するための予定措置 

医薬品の安全使用のための業務に関する手順書に基づく業務の実施の徹底のための措置を

行わせる。 

未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とし

た改善のための方策を実施させる。 

医薬品の安全使用のための業務に資する医薬品に関する情報の整理、周知及び当該周知の

状況の確認を行わせる。 

未承認等の医薬品の使用の状況の把握のための体系的な仕組みの構築並びに当該仕組みに

より把握した未承認等の医薬品の使用の必要性等の検討の状況の確認、必要な指導及びこ

れらの結果を共有させる。 

上記の措置を適切に実施するための担当者を定めさせる。 

未承認等の医薬品の使用の体系的な把握に必要な医薬品データベースは平成 28年 9月 1日

に導入した。 

医薬品安全管理責任者の業務追加について，平成 28 年 9月 30 日までに関係規程を改正し，

明記する。 

 

3. 医療を受ける者に対する説明に関する責任者を配置するための予定措置 

平成 28 年 9 月 30 日まで，病院長が責任者を指名する。 

平成 29 年 9 月 30 日までに，インフォームドコンセントに関する指針を制定し，責任者は

病院長が指名することを明記する。 



 

 

4. 説明の実施に必要な方法に関する規程を作成するための予定措置 

内容，様式，運用について定めている本院のインフォームドコンセントに関するガイドラ

インを基に，平成 28 年 9 月 30 日までに「インフォームドコンセントに関する指針」とし

て制定する。 

 

 

 

5. 診療録等の管理に関する責任者を配置するための予定措置 

本院では，経営企画部長が責任者となっており，平成 28 年 9 月 30 日までに関係規程を改

正し，明記する。 

 

 

 

 

 

6. 規則第９条の 23 第１項第 10 号に規定する医療に係る安全管理に資する措置を実施す

るための予定措置 

措置を講ずることについて，平成 28 年 9 月 30 日までに関係規程を改正し，明記する。 

 

 

 

 

 

7. 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口

を設置するための予定措置 

平成 28 年 9 月 30 日までに金沢大学附属病院内部通報実施要項を定め，本院顧問弁護士を

窓口として設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

8. 医療安全管理部門による医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び従業者

の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認実施のための予定措置 

方法について検討中である。 

診療状況の把握及び従業者の意識向上の状況の確認実施について，平成 29 年 3 月 31 日ま

でに関係規程を改正し，明記する。 

 

 

 

 

9. 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門を設置するための予定措置 

医療安全管理部門等の院内の既存の組織を活用することを検討している。 

平成 29 年 3 月 31 日までに設置する。 

 

 

 

 

10. 高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高

難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程を

作成するための予定措置 

本年 10 月以降に関係学会から示される「高難度新規医療技術の導入にあたっての基本的考

え方」やガイドライン等を参考に，平成 29年 3月 31 日までに作成する。 

 

 

 

 

 

11. 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門を設置するため

の予定措置 

医療安全管理部門等の院内の既存の組織を活用することを検討している。 

平成 29 年 3 月 31 日までに設置する。 

 

 

 

 

  



 

 

12. 未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未

承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項

等を定めた規程を作成するための予定措置 

平成 29 年 3 月 31 日までに作成する。 

 

 

 

 

 

13. 監査委員会を設置するための予定措置 

委員について，地域の大学を中心に検討する予定である。 

平成 29 年 3 月 31 日までに，規程を制定する。 

 

 

 

14. 他の特定機能病院の管理者との連携による立入り及び技術的助言を遂行するための予

定措置 

他の特定機能病院の管理者と協議の上，方法を決定し，平成 29年 4月 1日以降実施する予

定である。 

 

 

 

15. 職員研修を実施するための予定措置 

平成 29年 4月 1日以降の医療安全研修計画に，新規に追加された事項の研修を組み入れる。 

 

 

 

 

 

  



 

 

16. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医

薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 

国立大学附属病院長会議等が実施する研修に来年度から参加させる予定である。 

医薬品安全管理責任者を日本病院薬剤師会が実施する医薬品安全管理責任者等講習会に参

加させる。 

 

 

 

17. 医療安全管理部門の人員体制 

・所属職員：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（12）名 

 うち医師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（5）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（3）名 

 うち放射線技師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

うち臨床工学士：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

うち事務職：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 

 

 

 

 

18. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 

専従薬剤師 1名，専従看護師 1名について，既に配置している。 

専従医師について，平成 29 年 3 月 31 日までに 2 名（特任准教授及び特任助教で，エフォ

ート 50％ずつ）を配置する予定である。 

 

 

 


